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研究室紹介

医学部　免疫学

　医学部免疫学は 2001 年の私の着任をきっかけに
その名称を医動物学から免疫学に変更して現在に
至っております．平成 23 年度は，松下（教授），曽根

（講師），高木（助手），橋本（実験助手，非常勤），
仁科（准教授，兼担），東（客員講師）の体制で運営しま
した．
　
　多くの疾患に対する感受性は，遺伝要因と環境要
因の複雑な相互作用によって形成されています．私自
身はヒト免疫応答の個体差に関して研究し，遺伝的
なリスクファクターとその作用機序を明らかにして
きました．研究生活の初期には，アレルギー，自己免
疫，感染免疫がHLAによって支配されていることを集
団遺伝学・細胞免疫学的に明らかにしました10)．また，
HLA-ペプチド相互作用の研究から，インスリン自己
免疫症候群をモデルとして自己免疫病の発症機序を
分子レベルで世界に先駆けて解明しました 9)．その後，
アナログペプチド，ファージランダムペプチドライブ
ラリー，コンビナトリアルペプチドライブラリーを
用いたペプチド抗原の研究，ならびに，HLA 分子を介
したシグナル伝達機構に関する研究を展開しました．

　言い換えれば，獲得免疫側からみた抗原提示を研
究してきたわけですが，埼玉医大に着任した直後
から，自然免疫側からみた抗原提示の研究にも着手
しました．樹状細胞の「質」に関する研究はその中心的
位置を占め，ヘルパー T（Th）細胞などとの相互作用も
重要です．ヒトTh17 細胞のクローン化は当教室が世
界に先駆けて行ったものです 8)．これらに影響を与え
るアジュバントやその拮抗物質の研究開発にも力を
入れています 1 -7)．また，動物実験に関わる環境の変化
から，ヒトの細胞を用いた評価系の確立が急務となっ
ており，様々な細胞を用いてヒトの免疫機能を試験管
内で評価する系の開発を行っています 4)．このほかに

も仁科准教授は核磁気共鳴分光法と画像法を用いた寄
生現象に対する宿主の脳の反応の研究，曽根講師はク
ルーズトリパノソーマの種内変異の研究を展開してお
ります．

　これらの研究過程で得られた当教室独自のユニーク
な成果を3つだけご紹介します．
1.	 神経伝達物質のドーパミンは神経細胞のみなら

ず樹状細胞にも蓄積されており，MHC-ペプチ
ド -TCR 相互作用が起こるとT 細胞に向けて脱顆
粒が起こることを解明しました．このドーパミン
はT 細胞の分化をTh2やTh17の方向に向けます．
その他の様々な知見と合わせると，免疫細胞は
あたかも神経組織の外に飛び出してきた神経細
胞の如き行動をとっています．このことから我々
は，ドーパミンを代表とするneurotransmitterを
immunotransmitterと呼んで研究を続けています5)．

2.	 D1 様ドーパミン受容体拮抗薬（パーキンソン病の
治療薬です）はマウスモデルで各種 Th17 病に対し
て著名な抑制効果を示します 1,	2, 5 -7)．抗体医薬に結
びつける研究も開始しました．

3.	 アトピー性皮膚炎の乳児が生直後に飲んだ母乳は
高いTh2アジュバント活性を有しており，その物
質の本態がコエンザイムAであることを解明しま
した．マウスにコエンザイムAを飲ませると皮膚炎
を発症します3)．

　平成 24 年度からは医学部分子生物学でワクチンの
研究を展開してきた川野助教が新たに参入してくれ
ます．仁科准教授は動物実験施設の責任者となりま
すので免疫学兼担を外れます．また，22 年度まで在
籍した東助教は，23 -24 年度は客員講師として在籍し
教育・研究に携わってくれます．写真には2004 年ま
で在籍していた大山講師（現兵庫医大准教授）も入っ
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てくれました．免疫学の実験室では，アレルギーセン
ター内での共同研究も遂行されております 2)．多くの
研究者，大学院生との共同研究がさらに発展すること
を希望しておりますので，今後ともどうかよろしくお
願い申し上げます．
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